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「男子中学生に於ける身心発達の
一般的傾向と個人差について」
JI[ 村 視
General Tendency and lndividual Difference in the Physical 
and Mental Development of the Junior High School Boys 
Hitoshi KA W AMURA 
Adolescence is the important time in the human growth and development. The physical 
development is extremely c10se to the mental one. 
In order to understand the conducts of teen-agers， we should consider both of them to 
be one preblem. 
To know in detai1 the peculiar problens in the couse of boys' growth and personal 
differences， we should study the very identical subject verticaley. 
This treatise 0旦 theresearch of different problems in youth growth is the first step 
about general tendency and individual di妊erenceof their growth. 
研究の目的
人間の成長，発達の段階でその変化が著しく，かつ重
要な時期は青年期である.特i己中学生期， 12才~15才，
lとは身体的lこも精神的にも，その発達の様相は個人によ
り大きく異っている.身体的発達は，心理的発達と極め
て鰐接な関係lとあり，中学生期の行動の発達を理解する
にはこの両者を一体として考えなければならない.
青年期の身体の形態的な発達，運動能力の発達，又心
理的な発達などについては，過去に行われた研究は，そ
の多くが横断面的なものである.ζの績断面的研究にお
いて心身の発達過程の一般的傾向を知ることはできるが
個々の具体的な問題，例えば発達過程の特殊な問題や個
人差などを詳細に知ることは困難であろう.
そこで，縦断面的研究によって同一対象を継続的l乙追
求し.これらの問題を考察する資科を得ょうと考えた.
研究の方法
0研究の対象
1960年4月本学附属中学校lζ 入学した生徒224名であ
る.
0検査期目
1960年 5 月 10 日 ~5 月末日，以後毎年この時期 l己実施.
0検査方法
1.身体の形態測定部位 (33項目)
身長，体重，胸囲，座高，指極，頭長，頭困，頚囲，
肩巾，腰巾，胸廓前後径，胸廓横径，皮下脂肪厚，
胸廓呼吸縮張差，下肢長， と肢長，最大大腿囲，足
巾，最大下腿囲，最小下腿囲，足長，最大上腕囲，
最大前腕囲，最小前腕囲，手長，手巾，指指長，中
指長，小指長，比体重，比胸囲，比座高，ローレル
指数，ベルベック指数
形態の測定には，出来るだけ同 1人が同 1部位を計測
するように注意し，マルチン計測法により実施した.
2，運動能力及び機能の測定項目
50m走，立rlJ跳，ボール投，パーピーテスト，腕立伏
臥持久，運動適性検査(日本体育学会による)握力，
けん腕力，背筋力，脚筋力，肺活量.
3.心理的な調査項目
クレペリン精神作業検査， YG性絡険査，新田中A式
及びB式知能検査，問中向性検査，スポーツに対する
興味及び態度の調査，体育l乙対する興味の調査，体育
教師に対する態度の調査，交友関係の調査，自己の身
体及び運動能についての悩みの調査，なお生活環境調
査，出身小学校E皆、境調査，出身小学校身体検査表を作
成した.
結果と考察
(1) 身体の形態的発達の個人差について
既述した方法で実施した身体の各部測定値により「第
1図JI乙示す様な体形を作成してみた.いづれにしても
個人差の範囲は大きく，中でも身長は46ω'1，体重は39kq
という個人差を示している.この図lとより発育の差がは
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「第一図」身体形態各部の一般的傾向と個人差
っきりと見られるのである.特lと大腿関，上腕囲，上肢
長等の最大値iζζの点がみられる.又胸囲，肩巾，腰巾
等iとも大きな差があり，長育，幅育ともにその差がみら
れる.
身長と他の身体各部との相関をみると非常に高く「第
1表」に示した如くである.指極と身長は，ほ(:f周様の
値を示し，平均身長142cm，平均指極143cmである.この
相関{直は0.92である.以下身体の主要部分に高い相関が
みられる.
ブ、Jレグシュ氏 (Brugsch.T)は比胸囲によって次の
様に体型与を分類している.
比胸囲 50以下 狭胸型
「第一表」身長と他の身体各部との相関表 (N=222) 
体 重 0.73 上 肢 長 0.97 
胸 閤 0.76 最大大腿図 0.65 
座 高 0.88 最大下腿図 0.65 
身 指 極 0.92 身 最小下腿囲 0.70 
頭 長 0.62 足 巾 0.71 
頭 囲 0.58 足 長 0.85 
頚 閤 0.71 最大上腕囲 0.56 
肩 巾 0.68 最大前腕囲 0.76 
腰 巾 0.79 最小前腕囲 0.73 
胸廓前後径 0.68 手 長 0.87 
長 胸廓横径 0.57 長 手 巾 0.73 
皮下指肪 0.23 掲 指 長 0.66 
胸廓呼吸縮張差 0.13 中 指 長 0.76 
下 肢 長 0.86 小 指 長 0.53 
視
50~55 正常胸型
55以上 広胸型
乙の分類p::本集団をめはてみると「第2表JIζ示した
如く狭胸型は219名，全体の約98.6%，正常胸型は2名
で 0.9勿， 広胸型は1名しかみられない. 乙れは乙の期
の生徒の絢廓の発育は，不充分でいわゆる第2伸長期の
あらわれとみてよいであろう.
「第二表」比胸囲による体型の分類 (N=222)
型|分類
I 50以下
i 51~55 
I 56以上
ローレル指数は， 11~12才で最低を示す(1.19~1.20)
と言われるが「第3表」に示した如く， 1.00以下の者が
5名も居る.また1.41をこえるものが同様に5名みられ
る.平均値は約1.19と一般並の数値を示した.
体
狭胸型
正常胸型
広胸型
「第三表」ローレル指数の分布 (N=222) 
区 分 人 数 F杉
0.91~1.00 5 2.25 
1.01~ 1.10 38 17.12 
1.11~1.20 86 38.73 
1.21~1.30 63 28.38 
1.31~1.40 25 11.26 
1 .41~1.50 3 1.35 
1.51~1.60 1 0.45 
1.61~1.70 。 。
1.71~1.80 1 0.45 
ベルベック指数は，体格，栄養の良否を判定する最良
の指数であると言われるが「第4表」に示した如く 0.91
をこえるものは，わづかに 1 名で 0.71~0.80 の間が最も
多く 116名で全体の52.259ちとなっている.また0.70
以下が非常に多く 41.14%となっている. これは胸
廓の発育と同様，現段階は，第2伸長期であり，幅
育はまだ充分に行われておらず，長育が主になって
いる表われとみられる.
「第四表」ベルベック指数の分布 (N=222)
区 数 % 
0.61~0.70 98 44.14 
0.71~0.80 116 52.25 
0.81~0.90 7 3.15 
0.91~1.00 1 0.45 
次いで身長，体重と運動能力との相関をみると
「第5表Jp::示した値を得た.これからみると身長
とボール投との相関が一番高くとEっている.これは
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一致するものと思われる.
次に形態と運動能力との均衡をみるために身長，体
重，胸間，座高，50m走， ボール投，パーピーテスト，
垂直跳の8項目をとり出して「第2図」に示した如く八
角形吾作成してみた.
(その 1)の図は平均値と個人差の範囲を示したもの
である この図と運動適性検査との間に結びつきがみら
れるかどうか， と言う点から図を並べてみた.
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先述した身長と上肢長及び手長との相関が非常に高いこ
とからもこの両者l乙関係があると思われる.跳躍力では
，立巾跳，垂直跳とほぼ同じ値を得ている.走，跳，投
と身長との相関は，投.跳，走の!順となっている.
体重との相関は，身長と同様，ボーJレ投l乙一番高い相
関値が表われている.
「第五表」身長@体重と運動能力との相関表(N=222)
身 重
?
長
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しかし身長との値よりも低い. ボーノレ投，立巾跳，垂
直跳では体重より身長に高い相関がみられ，50m走で、は
体重の方lζわづかではあるが高い相関がみられる.
同図(その 2)は形態と能力が極度に不均衡なもので
全体の約3%である.
身体の形態と運動能力との
均衡(その 3)
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「第六表」身長・体重と肺活量，筋力との相関表
(N=?09) 
四
肺 活 量 0.71 0.65 0.62 
背 筋 力 0.66 0.76 
~J;p 筋 力 0.48 0.41 
けん腕力 (押) 0.48 0.50 
1 (51) 0.34 0.41 
握 力 0.67 0.70 
(その 3)は形態が平均もしくは平均を上まわるが，
能力がそれにともなわないもので全体の約13%である.
肺活量及び筋力と身長，体重との相関をみると「第6
表J!こ示した様な値を得た.身長との面では肺活量との
相関が一番高く，次いで握力，背筋力といった1顕である
が，体重では背筋力との相関が一番高い.背筋力，けん
腕力，握力では身長より体重に高い相関がみられる.肺
活量，脚筋力では身長に高い相関がみられる.ζれは後
述するが，筋力相互間の相関をみると背筋力とけん腕
力，握力lこはかなり高い相関がみられるのでこの三者は
身体の形態と運動能力との
均衡(その4)
垂
直
跳
喜一司戸ペ普
ミエ(パーピーテスト)~
運動適性検査(その4)
(例)
「第二国」
運動適性検査(その 1) 
(全体)
身体の形態と運動能力と
の均衡(その 1)(全体)
エ書
雲監
し
(叩)-......._十/偏)(体重ナ叶--(胸囲)
(サイドステップ) (パー ピー テスト)
一一ー 最大健 一一最大値
ニ--ニ最小値 二二ニ最小値
平均値 平均値
面J¥レ/¥え主
器一‘ /1~-..1体
)ー...反
はe )( J し
子ミ学ン尚屈)
些(サイトズテ、フ7
(50"') 
(片足立)
.--+. 
(息とらえ)
(座高)
ポ
Jレ
投
????
(その4)は形態は多少平均からのずれがあるが，ボ
ール投に高い値を出しているもので全体の約11%(その
5)は垂直跳に高い値を出したもので全体の12%， (そ
の6)は走力 (50m走) !乙高い値を出したもので24%.
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身体の形態と運動能力との
均衡(その 9)
? ?
?
??
とは全く予組しなかったことである.特lと(その 6)(そ
の 7)の図で，上下にとびだした形を示しているが，こ
の図からみて50m走とパーピーテストにわづかではある
が相関がある様lζ思われる.また(その 4) (その 5)
の図からは投力と垂直跳にもかなりの相関があると思わ
れる.
形態の発達lζ 比べて能力が劣っているものが(その
3 )図に示した様に13%みられるがこれらの個々につい
ては今後の問題として研究を進めてし吋予定である.
(2) 運動能力及び機能の発達について，
既lと身体の形態と運動能力との関係についてはみてき
たので，ここでは，運動能力及び機能を中心にその一般
的傾向と個人差，種々の相関等:iみることにする.
「第七表」運動能力の一般的傾向と個人差 (Nニ 209)
(50m) 
運動適性検査(その 9)
(例)
(その 7)はパーピーテストに優れたもので 17% (そ
の8)は形態も能力もともに平均を下まわるものでこれ
が全体の12C'o(その9)は形態能力ともに平均を上まわ
るもので全体の8%である.
大別して以上の様な 8つのグループlと分けられた.こ ????
うした個々のグループの片寄りがこんなにはっきり山る
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些(サイドステッブ7 種 目 |最大| 差 |最小 Ix I SD 
50 m 走(秒〉 7.4 4.0 11.4 9.30 0.73 
立 巾 跳 (cm) 210 95 115 166.87 16.73 
垂直跳 (αn) 48 34 14 33.87 5.48 
ボー Jレ投 (m) 45 33 12 30.09 5.93 
パービー
テスト(回)1 8ろも 6弘 2弘 6.00 0.8761  
腕立伏臥持久(秒)1 1000 1 980 1 20 1 442.891264. 
運動能力の一般的傾向と個人差は「第7表JK示した
如くである.いづれをみても個人差の範聞は大きい.形
態の個人主よりも運動能力の何人差の方が大きいようで
ある.中でもパーピーテスト.垂直跳は著しい差を示し
ている. (第2図)形態と運動能力の均衡， (そのり
を参考lとされたい.
50m走の記録が今まで発表された記録より悪い.これ
は本計測は単独走であり.他の調査はその多くが2人走
である.ζの点の差ではないかと思われる.文部省調査
では， 2人定で、8.6秒が出されている.
ボ、-)レ投，パーピーテスト，垂直眺では，文部省調査
で，ボール投30.65m，パーピーテスト 6回，垂直跳32.6
cmとなっており ζれと比較した場合悪いとは思われない
が，立巾跳は174.5cmで本集団の平均どの差はかなり大
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きい様である.乙れは計測方法の差(本集団は床面を使
用，文部省は砂場を使用して計測を行っている)及び本
集団の体育的環境による影響かと思われる.乙の様な個
人差や，体育的環境による影響が今後どの様に変化して
ゆくのであろうか.また個々の能力がいかとEる発達曲線
を示してゆくのか，運動選手と一般生徒との聞にいかな
る相異を示すか，今後の研究を進めたいと思う.
またこれらの運動能力相互の相関は「第8表JK示し
た如くである.
「第八表」運動能力相互閣の相関表 (N=209) 
ているので特殊な存在と思われる.
筋力では，脚筋力，背筋力の個人差が大きく表われて
L、る.
筋力相互は「第10表」に示した如くである.
握力は背筋力との相関が一番高く， ζれは従来背筋力
の測定lζ握力が非常に大きく影響すると言われている証
明でもあろう.しかし他のけん腕力，背筋力もこれと同
様握力が影響するものι考えられる.けん腕押圧力では
背筋力に一番高い相関を示している.我々は測定前，背
筋力はけん引腕力との相関が高
R ボール投|立巾跳|垂直跳|腕屈伸r;ユビ、:lZJッ5 いであうろと考えたが，結果は
逆となって表われた.けん腕引
力では握力に背筋力は脚筋力に
それぞれ最高の債を示してい
る.これらの相関係数も年次的
発達lとともないその値が変化す
るものと思われる.
5 。 押Z 0.44 0.55 0.34 
ボー Jレ投 0.44 0.37 0.49 
立 巾 割h 0.55 0.37 0.57 
重 直 回B 0.34 0.49 0.57 
腕 屈 {申 0.27 0.07 0.15 0.19 
パーピーテスト 0.27 0.07 0.04 0.01 
サイドステップ 0.15 0.12 0.01 0.11 
50m走は立巾跳との相関が最高値を示し，立巾跳，ボ
ーJレ投で、は垂直跳との相関が最高値を示している.また
腕立伏臥腕屈伸，パーピーテストは，50m走との聞に最
高債を示している.これらのうち立巾跳と霊直跳との相
関が最高で0.57，次いて 50m走と立巾跳0.55，ボール投
と垂直跳0.49，ボール投と 50m走 0.44，立巾跳とボ-;レ
投0.37乙の他相関係数が0.254以上を示すものは1必水準
で有意， また 0.175以上のものは 5%水準で有意であ
る. i第11表」には，筋力とこれら運動能力との相関を
示しであるが，50m走， ボール投，立巾跳は，背筋力，
蜘筋力との相関が高く表われている.
ζの表と既述した形態と能力との相関表をあわせてみ
ると，身体の形態と運動能力，筋力相互の聞に相関があ
ると思われる.
次にこの筋力の問題について述べることにする.
「第九表」肺活量及び筋力の一般傾向と個人差 (N=209) 
穫 目 |最大| 差 |最小| X 
肺活量 (cc) 3600 2400 1200 2232.60 
背筋力(kr;) 135 95 40 65.60 
脚筋力(kr;) 180 135 45 85.12 
けん腕押力(kr;) 39 32 7 18.22 
けん腕引力(kr;) 37 33 4 21.94 
握力(利)(kr;) 30 25 5 15.45 
。(不利)(kc) 31 26 5 14.11 
「第9表JK示した如く，筋力及ぴ肺活量の個人差も
著しいものがみられる. 特K肺活量の2400c.cの差は，
他のものに比べて大きい感じがする. 乙の肺活量1200
cc.の個人についてみると殆んどの測定値に最低を示し
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次K筋力と運動能力との相関
を見ると「第11表JK示した如
「第十表」筋力相互聞の相関表 (N=209) 
押けん腕力けん腕力ヨl 背筋力脚筋力
握 力 0.50 0.49 0.72 0.54 
けん腕押力 0.50 0.52 0.39 
けん腕引力 0.49 0.40 0.39 
背 筋 力 0.72 0.52 0.40 0.73 
勝日 筋 力 0.54 0.39 0.39 0.73 
くである.
ボール投では，握力との相関が最高値を示し，次いで
けん腕押圧力，けん腕引力，脚筋力，背筋力となってい
る.50m走，立巾跳は脚筋力よりも背筋力K高い相関在
示している.なお腕立伏臥腕屈伸，バーピ{テスト Kは
筋力との相関は，ほとんどみられない.
428.55 
15.00 
23.85 
6.02 
6.54 
4.25 
4.03 
最後K運動適性検査の結果吾みると「第12表」
及ぴ「第2図J1<:示す如くである.ζれにも非常
K大きな個人差がみられる.既述した「形態と運
動能力の均衡」の図と比較しながらみることにす
る.図(その 2)は形態と能力のアンバランスの
ものの適性を示したものである.ζの様lζ適性の
面でも平均を下まわりかっバランスを失っている
ものばかりである.図(その3)は，能力が形態
lとともなわないもので，乙のグJレF プでは，上体
反し，体前屈に大きな値を示している.身体の腰
部及び脊柱部が柔軟性K富んで、いるとみられる. (その
4 )は投力に秀いでているグル{プでここでは垂直跳，
サイドステップ，体前屈にかなり高い値を示している.
(その5)は走力に秀いでているグループで息ζろえ，
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「第十一表」筋力と運動能力との相関表 (N=209)
|ボー ノレ投 腕屈伸 150mI立巾跳
背 筋 力 0.31 0.08 0.27 0.42 
肢1 筋 力 0.33 0.22 0.37 
けん腕押力 0.44 0.01 
けん腕引力 0.42 0.06 
握 力 0.48 
パービー
テスト
0.04 
0.12 
差.
以上のような項目を調査の結果から整理してみ
た これらの解答は，いづれも被験者の両親か
ら， 被験者を見たI艮l乙立場を置いて解答を求め
た.従って必ずしも科学的なものであるとは言え
ないが，われわれが現場において成長期の青年を
取り扱う場合，しばしば親との意見の交流ぞ行な
っているので，やはり重要な要素になり得ると思
「第十ニ表J運動適性検査の一般的傾向と個人差 (N=209) 5・
(最大| 差 |最小 l z 
片足立(秒) 110 102 8 26.02 
息 ζ らえ(秒〉 54 46 8 24.52 
上体反し (c沼) 58 33 25 38.10 
体前屈(cm) 3 37 40 20.88 
サイドステップ 21 18 3 12.76 (点〉
垂直跳(cm) 48 34 14 33.87 
腕屈伸(回) 50 49 
上体起し(回〉 120 115 5 I 26.75 
腕屈伸，片足立等lとかなり高い債を示した.以下同様に
左右の図を比較してみることによって個々のグループの
適性が判別されるであろう.しかしいずれをみても，そ
のク、ループの中に図lこ示した様なものばかりではなく，
アンバランスのもの(例えば 8角形が片側にずれた
り，ゆがんだり 1ヵ所がとび出したりひっこんだりし
ているもの等)が多数ある.
以上の様な点から身体の形態的な発達と運動適性lとは
関連があると思われる.12才いわゆる第2伸長期初期で
は，運動の適性が判別しにくいのではなかろうか.ζれ
と同じ様なことは既述した形態と能力についても言える
のではないだろうか. 形態， 運動能力の発達lこともな
い.この運動適性がいかに変化してゆくのか，スポーツ
を行うものと他のものとではどの様な過程で差を生じて
いくのかを今後研究してゆきたいと思う.
(3) 家庭における生活環境からみた発育の個人差につ
いて.
家庭における生活環境の差は，発達途上にある被験者
にいかなる変化， 個人差をもたらしているのであろう
か.家庭環境調査から数項目をとりだしてみた.
(1) 食物の好き嫌いによる発育の個人差.
(2) 学習内容の好き嫌いによる発育の個人差.
(3) 興味，遊びの時間，あるいは経済的な面からの小
遣いの差による発育の個人差.
(4) 家庭において主に被験者を手がけた人による発育
の個人差.
(5) また，親のしつけ，性格，友人関係等による個人
14.80 
9.18 
8.66 
4.33 
2.50 
5.48 
3.06 
18.19 
まず，先にあげた項目(1)好きな食物としてでて
きたのは，肉類，魚類，野菜，果物類である.い
つれも全体の約20必ずつのものである. I第13
表」この中で目立つのは，魚類を好むものが，形
態面では優れていると言うことである. I第3
図」に Tスコアーに換算して図形で表わしてみ
た.魚を好むものと果物を好むものとの両者を記
入してみたが，よりその差がはっきりするものと
思う.
先日ある新聞紙ヒlこ，ビタミンDの分析とその
働きが記されていたが，人間の成長には， ビタミンDが
大きく作用している，しかもそのビタミンDは魚類に一
番多く含まれていると記されていたが，やはりそのよう
な栄養素の働きがあるのではないかと考えられる.
肉類，野菜類を好むものは，全体の平均と大差なく，
ほほ平均値に近い状態で発育をしているようである.
嫌いな食物では，肉類，魚類，野菜というものが主な
ものとしてでてきた.魚類を嫌うものは.平均値と大差
を示していない.U'しろ中学1年から 3年までの発育過
程では，平均値を下まわるように思われる. I第4図J
Iζ先の好きな食物と同様l乙図示したが，野菜をきらうも
のは，平均値とほぼ同じように発育をし，体重，胸囲，
腰巾等lζはとまわっている傾向が見られる.これは野菜
を嫌っても，肉類や魚類を好むといった点から，充実期
に入る栄養の吸収状態がうかがえるのである.次に好き
な学科「第14表」であるが， ζこでは理数科を好むもの
が以外l乙発育の度合が大きく平均値を上まわっている.
技術を好むものも一般に上まわった数値を示した.逆に
芸能科を好むものは平均を下まわった数値を示してい
る司 乙の原因はまだ検討中であるが，被験者の特殊性
(工業大学附属中学)も考慮しなくてはならないと思
う.嫌いな学科では，先のものと同じ科目がでてきた
が， I第5図JK示した通りである.両者の間にはかな
り大きな差が見られる.
この中学生時代には，好きな科目は成績が良く，逆lζ
成績が良い科目は好きだといった考え方が大半である.
嫌いな科目については ζの逆が言える.
「第15表J興味については，芸能関係，野球，釣り等
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「第十三表」 生活環境による個人査(形態) 1 
各項目とも
(仁二三鵠)
全 体 好 き な 食 物 嫌 L一、 な 食 物
項 目
平均値| |野菜|果物 |野菜|その他S 肉 魚 肉 魚
身 長 142.64 7.81 142.1 147.8 141.0 140.1 143.8 145.3 1必2謂157.90キ* 7.12 157.4 161.0 156.3 156.3 158.3 160.0 58. 
体 重 34.54 5.98 34.4 39.4 33.5 32.3 35.7 35.4 34.8 46.58*キ 7.30 46.7 51.0 45.4 44.0 47.2 46.9 47.0 
胸 囲 66.58 4.08 66.2 70.1 66.6 65.6 66.2 66.7 66.7 75.20** 4.87 75.0 78.0 73.8 74.4 75.4 74.6 75.7 
座 高 76.67 4.31 76.4 79.2 76.1 73.5 76.9 7.7 77.1 85.10ホ* 4.24 85.1 87.2 84.1 83.3 83.7 86.2 
頭 長 20.55 1.28 20.5 20.8 20.5 20.0 20.0 21.1 mj 21.98** 1.09 21.9 22.1 21.7 21.7 21.7 22.0 21.9 
頭 囲 52.44 1.49 52.4 52.8 52.4 52.0 51.7 52.7 52.6 53.67*キ 1.56 53.6 54.0 53.6 53.3 53.0 53.7 53.8 
頚 囲 28.67 1.71 28.7 29.6 28.4 27.9 28.6 28.9 
238189-12312S26834941Z 4 ag司UR 
31.39*キ 1.99 31.6 32.4 31.0 31.0 31.0 30.9 
胸廓(前後径) 15.67 1.11 15.5 16.4 15.5 15.3 15.5 15.5 15.6 16.99キ* 1.27 16.8 17.5 16.8 16.6 17.2 16.5 16. 
胸廓(横径〉 23.67 1.83 23.7 25.1 23.4 23.0 24.6 24.1 23.6 24.21*キ 1.57 24.2 25.1 23.9 23.9 24.3 24.4 24.2 
肩 幅 29.77 1.79 29.9 30.7 29.0 29.4 30.0 30.2 29.9 
34.61** 2.04 34.7 35.5 34.2 33.4 34.2 35.2 ~~.~I ~~.?I 
腰 幅 23.10 1.69 23.0 24.0 22.8 22.6 23.3 23.3 23jj 25.37キ* 1.83 25.3 26.6 25.0 24.9 25.7 25.3 5.8 
指 極 143.30 8.57 142.6 149.0 142.0 141.5 145.0 146.2 143.1 160.56ネ* 7.59 159.7 164.0 159.5 159.9 161.7 162.2 160.3 161.0 
上 肢 長 61.27 3.73 60.9 63.5 60.7 60.5 61.2 62.2 61.2 61.3 68.79*キ 3.38 68.2 70.5 69.0 68.9 69.7 69.1 68.7 68.9 
下 肢 長 85.16 5.12 84.7 88.3 83.9 84.6 85.9 85.9 85.0 85.3 87.01*キ 4.20 86.4 88.8 86.4 86.7 88.4 87.9 86.8 87.2 
最大大腿囲 39.50 3.34 39.7 41.9 38.9 38.8 40.4 39.6 39.6 39.1 44.63キキ 3.80 44.7 47.5 43.6 43.3 45.2 44.4 44.6 44.4 
最大下腿囲 28.21 2.50 28.3 29.8 27.8 27.4 28.4 28.5 28.4 27.8 32.14本本 2.58 32.2 23.5 31.2 31.0 32.1 31.9 31.9 31.8 
最大上腕囲 18.96 1.73 19.0 20.1 18.3 18.8 19.4 19.0 19.0 18.6 
21.98** 2.26 22.0 23.0 21.3 21.6 22.3 22.2 21.9 21.71 
最大前腕囲 19.9:r 1.44 19.9 20.8 19.6 19.5 20.2 20.0 20.0 19.6 
22.36** 1.54 22.5 22.9 22.0 21.8 22.5 22.2 22.4 22.1 
最小下腿囲 18.99 1.51 19.0 19.8 18.5 18.6 19.1 19.2 19.0 18.7 20.66ネ* 1.44 20.5 21.3 20.2 20.2 20.9 20.4 20.6 20.5 
最小前腕閉 13.75 1.13 13.7 14.4 13.3 13.8 13.8 13.8 13.9 13.6. 15.56ネ* 1.08 15.5 16.0 15.3 15.3 15.7 15.5 15.4 15.8 
足 長 21.94 1.26 21.9 22.4 21.5 21.7 22.0 21.9 22.1 21.6 23.56ホキ 1.05 23.5 23.7 23.2 23.3 23.7 23.7 23.5 23.5 
足 隠 8.46 0.57 8.4 8.7 8.2 8.3 8.4 8.5 8.4 8.4 9.43キキ 0.51 9.4 9.6 9.3 9.3 9.4 9.4 9.4 9.4 
手 長 15.50 0.99 15.4 16.0 15.2 15.4 15.4 15.5 15.5 15.5 17.14*キ 0.82 17.0 17.5 17.0 17.0 17.8 17.0 17.1 17.2 
手 用面 8.72 0.66 8.6 9.0 8.5 8.4 8.7 8.9 8.7 8.6 
9.48** 0.51 9.4 9.6 9.4 9.4 9.4 9.4 9.5 9.5 
比 体 重 24.09 3.05 24.0 26.4 23.6 22.9 24.6 23.6 24.2 23.9 29.39キ* 3.75 29.7 31.5 28.9 28.1 29.7 29.2 29.7 29.0 
比 胸 囲 46.71 2.82 46.6 47.4 47.3 47.3 46.0 45.5 46.6 46.41 
47.62** 2.43 47.6 48.4 47.2 47.6 46.6 46.5 47.8 47.2 
比 座 高 53.79 1.38 53.8 53.6 54.3 53.0 53.4 50.9 53.8 54.0 53.88 1.41 53.9 54.1 53.7 53.2 52.8 53.7 54.0 53.7 
ロ{レJレ指数 118.0 0.10 119.5 120.7 118.6 116.0 118.6 115.;5 117.9 17.71 
117.0 0.12 119.1 121.2 118.3 115.2 118.8 114.0 118.3 116.2 
ベルベック指数 0.71 0.04 70.7 73.7 70.9 69.8 70.7 70.5 70.8 70.3 
0.77** 0.05 77.2 77.9 76.0 75.4 77.2 75.9 7.4 76.2 
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「第三図」好 き な
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検検
査査
(一年時)B 
が出されたが，芸能関係を好むものが他より高い数値を
示している.少年期において芸能関係(特にリズム，色
彩)は，発育の重要な要素であると言われてきたが，こ
の期の青年にも成長を促進させるのに重要な役割を演じ
ているのであろう.今後もう少し検討してゆきたいと思
う.
遊びの時間による差，あるいは経済的な基盤としてと
り出した小遣の額による差等は表の通りである.
形態商と平行して，筋力，知能等にはどんな伺人差が
ーー魚類
一野菜類
一一平均
握力
あるであろうか.また，それらの中lζ発達を促進させる
ような問題点があるだろうかという点から同じ方法lとよ
り集計したものが「第16表J~ r第18表」である.形態
菌で示したものと同じ様な状態を示している.ζれらの
表から種々のことがうかがえるのであるが，先述した形
態面と同様，これだけを見て結論づける ζとは非常に困
難である.従って種々の問題点についてもう少し継続し
て同一対象で研究を進めてみたいと恩う.又，別の生活
環境から見た場合どのような変化，個人差がみられるの
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「第十四表」 生活環境による個人差(形態) ][ 
各項目とも
(仁.....三諜)
全 体 好きな学科 嫌いな学科
項 自
理，数|国，社|芸能|技術 理，数|国，社|芸能|英語S X 
身 長 142.64 7.81 144.6 142.7 141.2 145.3 139.8 145.6 143.5 140.9 157.90** 7.12 159.7 158.8 156.3 159.5 154.9 160.9 159.0 155.9 
体 重 34.54 5.98 35.8 34.2 34.0 36.6 32.1 37.0 35.1 33.5 46.58キ* 7.30 48.5 46.1 44.8 49.0 43.9 49.3 47.2 46.0 
胸 間 66.58 4.08 67.7 66.5 65.4 67.3 65.2 68.4 66.9 65.7 75.20** 4.87 76.5 74.6 73.8 76.7 73.1 77.2 75.4 74.6 
座 高 76.67 4.31 7.8 76.5 76.4 78.0 75.0 
7.8 77.1 76.0 
85.10*水 4.24 86.1 85.3 84.6 87.0 83.6 86.6 85.6 84.4 
頭 長 20.55 1.28 
21.0 20.2 20.3 20.7 20.0 21.2 20.5 201.2 7 21.98ネネ 1.09 22.2 22.0 22.0 22.3 21.5 22.4 22.4 
頭 囲 52.44 1.49 52.8 52.8 51.8 52.8 51.8 52.9 52.6 52.5 53.67** 1.56 54.1 54.1 52.8 54.1 52.9 54.2 54.0 53.6 
頚 囲 28.67 
1.71 29.1 28.9 28.3 29.2 28.2 29.4 28.9 28.8. 
31.39ネ* 1.99 31.9 31.4 31.5 32.0 30.8 32.0 31.7 31.5 
胸廓(前後径) 15.67 1.11 
15.9 15.4 15.6 15.9 15.2 16.2 15.6 15.3 
16.99** 1.27 17.2 16.9 16.6 17.5 16.3 17.4 17.0 16.8 
胸廓(横径) 23.67 1.83 23.9 23.8 23.1 24.0 23.3 
24.0 24.0 23.4 
24.21キネ 1.57 24.6 23.9 23.5 24.3 23.3 24.9 24.5 23.8 
肩 中高
29.77 1.79 30.1 29.8 29.5 30.3 29.1 30.2 30.0 29.7 
34.61水本 2.04 34.9 34.6 34.3 34.9 33.9 35.3 35.1 33.8 
腰 幅
23.10 1.69 23.3 23.1 22.9 23.6 22.7 23.6 23.2 22.8 
25.37** 1.83 25.6 25.6 25.1 25.4 25.0 25.5 25.4 25.1 
指 極 143.30 
8.57 145.1 143.3 140.7 146.7 139.1 146.1 144.8 141.6 
160.56ネキ 7.59 157.7 161.2 158.1 162.5 156.3 163.4 162.0 158.7 
上 肢 長
61.27 3.73 61.8 61.2 60.4 62.6 59.5 62.8 61.7 60.3 
68.79** 3.38 68.9 69.1 67.7 69.7 66.9 70.2 69.5 67.8 
下 肢 長
85.16 5.12 86.6 84.6 84.1 86.6 83.7 87.2 85.3 835.4 E 87.01ネ* 4.20 85.7 87.2 85.9 87.8 85.8 88.7 87.6 
最大大腿囲 39.50 
3.34 40.1 39.1 39.5 40.5 38.5 40.8 39.7 39.2 
44.63本* 3.80 44.2 44.1 44.1 45.8 43.5 45.4 44.8 44.6 
最大下腿囲 28.21 
2.50 28.5 28.3 28.2 29.0 27.7 29.1 28.2 2327.7 1 32.14キ* 2.58 31.8 32.1 31.7 32.6 31.1 32.4 32.5 
最大上腕囲 18.96 
1.73 19.3 18.7 18.9 19.2 18.5 19.5 19.0 18.8 
21.98ネネ 2.26 21.9 21.8 21.4 22.4 21.5 22.5 22.0 21.8 
最大前腕閉 19.93 
1.44 20.2 19.7 19.8 20.3 19.5 20.6 20.0 19.8 
22.36** 1.54 22.2 22.3 21.8 22.7 21.9 23.0 22.5 22.2 
最小下腿囲 18.99 
1.51 19.1 19.1 19.0 19.4 18.6 19.5 19.1 18.8 
20.66キネ 1.44 20.4 20.7 20.6 20.8 20.5 20.8 21.1 20.4 
最小前腕囲 13.75 
1.13 13.9 13.8 13.7 13.9 13.5 14.0 13.9 135.6 4 15.56キ* 1.08 15.7 15.5 15.3 15.8 15.3 15.8 15.6 
足 長
21.94 1.26 22.2 21.8 21.6 32.2 21.6 22.4 22.0 21.6 
23.56ネ* 1.05 23.1 23.6 23.4 23.4 23.3 24.0 23.7 23.2 
足 申富
8.46 0.57 8.5 8.5 8.3 8.6 8.3 8.5 8.6 8.3 
9.43本* 0.51 9.5 9.4 9.3 9.5 9.3 9.5 9.6 9.2 
手 長 15.50 
0.99 15.6 15.4 15.1 15.8 15.1 15.8 15.5 15.2 
17.14ホネ 0.82 17.2 17.1 16.9 17.2 16.7 17.5 17.3 16.8 
手 幅 8.72 0.66 8.8 8.7 8.5 8.8 8.5 8.7 8.8 89.6 4 9.48** 0.51 9.6 9.5 9.3 9.6 9.3 9.6 9.6 
比 体 重 24.09 3.05 24.6 23.8 24.0 25.0 22.9 25.3 24.3 239.6 5 29.39キ* 3.75 30.3 29.1 28.5 30.6 28.3 30.6 29.6 
比 胸 図 46.71 2.82 46.8 46.6 46.3 46.3 46.6 47.0 46.6 46.6 47.62キキ 2.43 47.9 46.9 47.1 481. 47.2 47.9 47.4 47.8 
比 座 高 53.79 1.38 53.8 53.6 54.0 53.6 53.6 53.4 53.7 54.0 53.88 1.41 53.9 53.6 54.0 54.5 53.9 53.7 53.8 54.0 
ローレル指数 118.0 0.10 117.6 117.1 120.0 118.4 117.1 119.~ 117.8 119.2 117.0 0.12 118.6 114.5 171.1 120.6 118.4 117.9 117.0 120.7 
ベルベック指数 0.71 0.04 71.5 70.5 70.3 71.4 69.6 72.3 70.9 70.3 0.77本キ 0.05 78.1 75.8 75.8 78.7 75.4 78.6 76.9 77.1 
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「第十五表」 生活環境による個人差(形態) ][ 
興 味 遊びの時間 月々の小遣い
項 目
能|理球，釣|その他 1時間 I2時間 I3時間 叫以下[500円以上てτE土f
身 長 143.8 142.4 143.8 146.2 143.1 141.5 142.7 143.4 159.1 157.8 157.7 162.2 158.5 156.6 157.9 158.6 
体 重 36.0 34.2 36.6 37.6 35.1 33.7 34.5 35.2 48.1 46.2 47.5 51.4 47.7 45.7 46.5 48.1 
胸 囲 67.6 66.4 67.8 68.8 66.5 66.4 66.5 66.7 7.5 74.7 77.0 78.4 75.1 74.9 75.1 76.2 
座 品
77.5 76.4 77.8 78.3 77.1 76.4 76.7 77.4 
86.4 84.9 85.7 87.6 85.5 84.0 85.0 85.9 
頭 長 20.9 20.5 20.0 20.7 
20.9 20.1 20.6 20.5 
22.2 22.0 21.6 22.4 22.0 21.7 21.9 22.1 
頭 間
52.2 52.3 52.9 53.0 52.3 52.4 52.4 52.4 
53.5 53.5 53.9 54.3 53.7 53.5 53.6 53.7 
頚 囲
29.0 28.6 29.0 29.4 28.6 28.6 28.6 29.0 
31.7 31.2 31.7 32.4 31.5 30.9 31.2 31.8 
胸廓(前後径) 15.8 15.6 15.9 16.3 15.7 15.3 15.6 15.7 17.4 16.9 16.5 17.8 17.1 16.6 17.0 17.1 
胸廓(横径) 24.1 23.6 24.0 24.3 23.7 23.7 23.5 23.9 24.2 24.0 24.8 25.1 24.2 24.1 24.1 24.5 
肩 中高 29.9 29.7 30.2 30.6 29.8 29.7 29.7 30.0 35.1 34.5 34.7 36.0 34.8 34.0 34.4 35.0 
腰 市思 23.7 23.0 24.0 24.0 23.2 22.8 23.0 23.4 25.8 25.3 26.1 26.2 25.5 25.0 25.3 25.4 
指 極 144.3 143.1 144.0 148.1 143.1 141.6 143.3 143.7 161.2 160.4 160.5 165.5 160.8 158.9 160.4 161.2 
上 肢 長
61.8 61.2 61.8 63.1 61.4 60.4 61.1 61.5 
69.0 68.7 69.0 70.7 68.8 68.0 68.6 68.9 
下 肢 長
85.4 84.9 86.7 87.2 85.4 84.3 85.0 85.8 
87.3 87.1 86.2 88.9 87.6 86.2 87.0 87.2 
最大大腿囲 40.4 39.4 39.9 41.0 39.6 39.1 39.6 39.7 45.9 44.3 45.1 46.6 44.9 44.4 44.6 45.5 
最大下腿閤 23.4 28.1 28.9 29.4 28.2 28.0 28.3 28.5 32.7 31.9 32.1 33.4 32.2 32.1 32.1 32.6 
最大上腕囲 19.0 
18.8 20.0 19.7 19.0 18.8 18.9 19.1 
22.0 21.8 22.2 23.2 22.3 21.5 21.9 22.3 
最大前腕囲 20.2 
19.8 20.4 20.5 20.0 19.8 19.9 20.1 
22.3 22.3 22.6 23.0 22.5 22.2 22.2 22.8 
最小下腿囲 19.5 
18.9 19.3 19.7 19.0 18.9 19.0 19.3 
21.1 20.6 20.5 21.7 20.7 20.7 20.6 21.1 
最小前腕囲 13.9 13.6 14.3 14.3 13.8 13.7 13.7 13.8 15.6 15.5 15.7 16.0 15.8 15.4 15.5 15.6 
足 長 22.2 
21.9 22.1 22.3 21.9 21.8 21.8 22.2 
23.6 23.5 23.5 23.9 23.6 23.5 23.5 23.7 
足 中冨 8.5 
8.4 8.5 8.8 8.4 8.3 8.4 8.6 
9.5 9.4 9.3 9.5 9.4 9.4 9.4 9.5 
手 長 15.5 
15.4 15.7 15.9 15.4 15.3 15.5 15.5 
17.1 17.1 17.1 17.4 17.1 16.9 17.1 17.1 
手 中高 8.9 8.6 8.8 8.9 8.7 8.7 8.6 8.9 9.7 9.4 9.4 9.6 9.5 9.4 9.4 9.5 
比 体 重 94.9 23.9 25.2 25.6 24.3 23.7 24.0 24.4 30.2 29.2 30.3 31.6 30.1 29.1 29.3 30.2 
比 胸 囲 47.0 46.6 47.2 47.1 46.5 47.0 46.6 46.5 48.7 47.3 48.8 48.3 47.3 47.8 47.5 48.0 
比 座 高 53.9 53.7 54.1 53.5 54.0 53.9 53.7 54.0 54.3 53.7 54.3 54.0 53.8 53.6 53.8 54.1 
ローレル指数 120.6 117.9 121.7 119.8 118.5 118.2 117.8 119.1 119.3 116.9 120.9 119.9 118.7 118.9 117.5 120.5 
ベルベック指数 72.0 70.5 72.5 72.6 70.8 70.7 70.6 71.0 78.9 76.4 78.9 80.0 77.3 76.9 73.8 78.3 
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「第十六表」 生活環境による個人差(機能・筋力) 1 
(キ....立書)
全 体 好 き な 食 物 嫌 し、 な 食 f必
項 目
S 肉 魚 |野菜i果物 肉 魚 |野菜|その他X 
肺 活 量 2，178.1 365.77 2，107.3 2，407.0 2，162.8 2，147.0 2，200.2 2，186.6 2，117.1 1 2，136.8 3，176.0 570.73 3，100.0 3，494.1 3，185.7 3，055.0 3，233.3 3，073.3 3，248.9 3，057.8 
背 筋 力 68.9 14.60 69.9 7.7 67.5 67.3 73.5 72.2 68.8 70.6 99.6 17.70 101.8 103.5 97.1 98.3 101.3 103.7 98.3 100.1 
脚 筋 力 88.9 23.70 89.1 92.7 88.1 91.9 93.0 92.5 89.3 91.4 109.9 24.23 110.7 117.5 108.7 111.6 112.0 112.0 109.6 113.5 
援 力(左) 13.7 4.14 13.4 16.0 12.4 13.2 13.8 13.4 13.7 13.6 29.2 6.17 28.8 30.7 29.0 26.9 28.8 29.3 29.0 29.6 
t屋 力(右) 15.2 4.66 15.7 17.2 13.5 14.6 15.4 17.2 15.1 14.8 31.3 6.53 31.3 33.6 31.2 30.7 31.9 32.4 31.6 30.4 
けん腕力(ヨ1) 17.6 5.86 16.8 18.4 16.5 18.2 16.5 15.1 18.9 17.1 28.8 7.59 27.9 27.9 27.1 31.3 27.0 27.2 29.2 29.2 
けん腕力(押〉 21.6 6.29 20.9 21.7 19.4 22.6 20.6 20.0 23.3 21.2 32.7 7.32 32.0 33.8 30.6 32.5 31.1 33.3 32.8 32.9 
生活環境による個人差 (知能・向性) 1 
知能検査新田中A式
9 新田中B式
向性検査
生活環境による個人差 (Y. G.) I 
Y. G 検 査 3.3 0.91 3.3 3.5 3.4 3.5 3.9 3.4 3.4 3.3 
D 抑うつ性大 2.9 1.07 2.9 3.1 2.8 3.3 3.5 2.8 2.9 2.4 
C.気分の変化大 3.4 0.96 3.5 3.3 3.0 3.2 3.7 3.2 3.6 3.4 3.1 1.09 3.0 3.1 3.0 3.2 3.6 2.7 3.3 2.8 
I.劣等感大 3.0 0.95 3.0 3.1 2.9 2.9 3.2 2.8 3.1 3.0 2.9 1.00 3.0 2.9 2.7 2.9 3.0 2.8 2.9 2.7 
N.神 経 質 3.3 1.05 3.3 3.5 2.8 3.8 3.5 2.8 3.4 3.4 3.1 1.12 3.2 3.3 3.3 3.2 3.5 3.0 3.2 3.1 
C.主 観 的 3.5 0.96 3.5 3.7 3.6 3.5 4.0 3.4 3.6 3.4 3.1 1.00 3.2 3.0 3.0 3.2 3.2 2.9 3.1 3.0 
Co.非協調的 3.2 1.00 3.1 3.5 2.7 3.2 3.0 3.2 3.2 3.2 3.1 1.00 3.1 3.1 3.1 3.2 3.2 3.3 3.0 3.1 
Ag.攻 撃 的 3.1 1.00 3.0 3.2 3.0 3.5 3.2 3.2 3.0 3.3 3.1 1.00 3.1 3.1 3.5 3.2 3.3 3.1 3.1 3.0 
G.一般的活動性 2.7 0.97 2.4 3.0 2.9 2.7 2.8 2.3 2.6 2.5 3.0 0.98 2.7 2.9 3.0 2.7 2.9 3.1 2.7 3.0 
R.のんき さ 3.1 0.92 3.0 3.2 3.2 3.0 3.1 3.4 3.2 2.3 3.1 0.94 3.1 3.0 3.5 2.8 3.3 3.3 3圃1 3.1 
T.思考的外向 2.8 0.91 2.8 2.5 3.0 2.7 2.5 2.9 2.8 2.6 3.0 1.00 2.9 2.9 2.9 2.7 2.8 3.0 3.0 2.3 
A.支配性大 3.1 0.88 2.9 2.9 3.4 3.4 3.0 3.2 2.9 2.8 3.0 1.06 3.0 2.4 3.0 2.7 2.6 2.6 2.7 3.4 
S.社会的外向 3.1 0.99 3.2 3.1 2.3 3.1 2.9 3.4 3.0 3.2 3.1 1.13 3.2 2.6 3.2 3.0 2.9 3.0 2.8 3.3 
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「第十七表」 生活環境による個人差(機能@筋力) ][ 
全 体 好き な学科 嫌いな学科
項 目
理，数|国，社|芸能|技術 理，数|国，社|芸能l英語S X 
月市 活 量 2，l78.1 365.77 2，250.2 2，l27.4 2，116.5 2，358.6 2，027.7 2，290.6 2，270.0 2，038.6 3，176.0 570.73 3，340.0 3，098.3 3，108.6 3，460.0 2，916.6 3，369.3 3.284.4 3，017.2 
背 筋 力 68.9 1460 71.1 63.9 68.1 72.4 67.4 72.1 70.1 65.1 I 99.6 17.70 102.0 94.8 99.5 103.4 94.5 106司6 101.7 92.7 
駒日 筋 力 88.9 23.70 90.6 84.6 86.0 96.4 88.0 91.7 87.8 87.3 109.9 24.23 114.3 104.9 110.9 111.2 103.3 115.7 110.7 106.8 
握 力(左〉 13.7 4.14 14.6 12.6 13.8 13.0 12.8 14.3 14.1 13.1 29.2 6.17 31.0 28.1 28.9 30.0 28.2 30.9 30.4 28.2 
握 力(右〉 15.2 4.66 16.3 14.2 14.6 15.2 14.0 16.0 14.8 14.6 31.3 6.53 32.9 29.3 31.6 31.9 30.1 33.6 31.9 30.4 
けん腕力(ヨ[) 17.6 5.86 19.5 16.7 16.6 16.4 15.8 19.6 17.0 17.0 28.8 7.59 2.0 26.8 28.4 27.7 26.0 31.9 29.3 28.7 
けん腕力(押〉 21.6 6.29 22.2 20.4 20.4 22.0 18.5 22.7 21.0 二歪i32.7 7.32 33.7 30.8 33.3 35.6 293 34.4 34.7 
生活環境による個人差 (知能・向性) ][ 
知能検査新田中A式
グ 新田中B式
向性検査
生活環境による個人差 (Y. G.) ][ 
Y. G検つ 査 3.3 0.91 3.2 3.2 3.3 3.8 3.3 3.3 3.4 3.0 
D.抑 つ性大 2.9 1.07 3.0 2.9 2.7 3.0 3.0 2.7 2.8 2.7 
C.気分の変化大 3.4 0.96 3.3 3.3 3.4 3.6 3.3 3.4 3.3 3.4 3.1 1.09 3.1 3.4 3.0 2.8 3.1 2.9 3.1 3.0 
1.劣等感大 3.0 0.95 2.8 3.1 3.0 3.0 3.0 3.2 2.8 2.6 2.9 1.00 2.8 3.0 2.8 2.6 3.1 2.8 2.6 2.8 
N. 1申 経 質 3.3 1.05 3.4 3.2 3.2 3.4 3.3 3.1 3.3 3.2 3.1 1.12 3.1 2.9 3.3 3.1 2.9 2.9 3.1 2.9 
C.主 観 自ヲ 3.5 0.96 3.5 3.4 3.5 4.0 3.7 3.4 3.4 3.2 3.1 1.00 3.2 3.1 3.1 3.0 3.5 3.0 2.9 3.0 
Co.非協調的 3.2 1.00 3.2 3.0 3.0 3.2 3.0 3.1 3.1 3.0 3.1 1.00 3.1 3.1 3.1 2.7 3.3 3.0 2.8 3.0 
Ag. 攻 撃 的 3.1 1.00 3.3 2.9 3.1 3.5 3.1 3.2 3.2 2.7 3.1 1.00 3.2 3.2 3.2 3.1 3.1 3.1 3.3 2.7 
G.一般的活動性 2.7 0.97 2.9 2.5 2.6 3.0 2司5 2.8 2.8 2.6 3.0 0.98 2.9 3.0 2.7 3.2 2.6 3.0 3.1 2.8 
R.のんき さ 3.1 0.92 3.0 3.1 3.2 3.5 3.2 3.1 3.3 2.9 3.1 0.94 2.9 3.1 3.0 3.2 3.0 2.8 3.2 3.1 
T.思考的外向 2.8 0.91 2.5 2.9 3.0 2.6 2.8 2.6 2.7 2.9 3.0 1.00 2.8 2.8 3.0 3.2 3.0 2.6 2.8 3.2 
A.支配性大 3.1 0.88 3.2 3.1 3.0 3.2 3.2 3.2 3.1 3.0 3.0 1.06 3.0 3.0 2.3 3.1 3.0 3.2 2.8 2.8 
S.社会的外向 3.1 0.99 3.2 3.1 2.9 3.4 3.0 3.3 3.1 3.2 3.1 1.13 2.9 3.1 2.8 3.4 2.7 3.0 3.2 3.0 
「第十八表」
項 目
肺 ?百 量
背 筋 力
世IJ 筋 力
握 力(左〉
採 力(右)
けん腕力(ヨj)
けん腕力(押)
知能検査新田中A式
。新田中B式
向性検査
Y. G づ検 査
D.抑 つ性大
C.気分の変化大
1.劣等感大
N.神 経 質
C.主 観 的
Co.非協調的
Ag.攻 撃 的
G.一般的活動性
R.のんき さ
T.思考的外向
A.支配性大
S.社会的外向
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生活環境による個人差(機能・能力) D[ 
全 体 興 味 遊びの時間 月々の小遣い
X S 芸能|野球，釣|その他 1時間 I2時間 I3時間 開 1500円以下以上
2，178.1 365.77 2，258.1 2，161.6 2，05.0 2，316.1 2，186.8 2，167.2 2，179.5 2，227.4 
3，176.0 570.73 3，300.0 3，138.6 3，191.6 3，447.6 3，182.8 3，097.2 3，160.9 3，274.0 
68.9 14.60 73.0 67.6 73.0 72.1 69.1 69.7 68.7 67.8 
99.6 17園70 104.8 99.3 98.3 105.0 97.2 98.8 98.0 104.3 
88.9 23.70 91.6 88.5 86.6 94.0 88.8 91.9 88.5 91.8 
109.9 24.23 118.7 109.7 106.5 112.1 107.0 109.7 109.1 112.7 
13.7 4.14 14.0 13.4 15.2 15.0 14.1 13.5 13.7 13.7 
29.2 6.17 29.7 28.8 30.8 32.2 29.6 28.4 28.7 29.9 
15.2 4.66 15.2 14.8 17.0 16.7 15.4 14.6 15.0 16.1 
31.3 6.53 31.5 30.8 34.1 33.2 31.9 31.8 31.0 31.6 
17.6 5.86 15.9 17.3 19.8 17.5 16.8 16.3 17.3 18.2 
28.8 7.59 29.5 28.4 29.0 28.9 29.0 28.6 28.7 30.7 
21.6 6.29 22.1 21.0 23.3 23.0 20.4 21.6 21.2 23.5 
32.7 7.32 23.1 32.4 31.3 33.7 33.2 33.4 32.6 35.8 
生活環境による個人差 (知能。向性) 亜
生活環境による個人差 (Y. G.) D[ 
3.3 0.91 3.4 3.3 3.3 3.1 3.2 3.2 3.3 3.3 
2.9 1.07 3.0 2.9 3.1 2.9 2.7 3.1 2.8 3.0 
3.4 0.96 3.6 3.4 3.5 3.2 3.3 3.5 3.3 3.5 
3.1 1.09 3.4 3.1 3.4 3.2 2.7 3.3 3.0 3.3 
3.0 0.95 3.3 3.0 2.8 2.7 3.1 2.8 2.9 2.9 
2.9 1.00 3.1 2.9 2.7 2.9 2.8 2.8 2.9 2.8 
3.3 1.05 3.5 3.2 3.4 3.2 3.3 3.1 3.2 3.1 
3.1 1.12 3.5 3.0 3.2 2.8 3.0 3.1 3.0 2.9 
3.5 0.96 4.0 3.5 3.4 3.2 3.2 3.4 3.4 3.4 
3.1 1.00 3.6 3.0 3.0 3.0 2.8 3.2 3.0 3.1 
3.2 1.00 3.4 3.1 3.4 3.2 2.9 3.1 3.1 3.2 
3.1 1.00 3.0 3.0 3.5 3.0 2.9 3.2 3.1 2.9 
3.1 1.00 3.3 3.1 3.2 3.1 2.7 3.0 3.0 3.5 
3.1 1.00 2.9 3.1 3.0 3.2 2.9 3.2 3.0 3.2 
2.7 0.97 2.7 2.6 2.5 2.5 2.5 2.7 2.7 2.6 
3.0 0.98 2.5 3.0 3.0 3.2 2.6 3.0 3.0 3.1 
3.1 0.92 3.2 3.1 3.0 3.0 2.7 3.2 2.9 3.4 
3.1 0.94 3.3 3.1 2.9 3.1 3.0 3.0 3.0 3.4 
2.8 0.91 2.8 2.8 2.4 3.0 2.9 2.6 2.8 2.4 
3.0 1.00 2.9 2.9 2.5 3.2 3.2 2.6 2.9 2.9 
3.1 0.88 3.0 3.1 2.9 3.2 2.8 3.2 3.2 3.2 
3.0 1.06 2.2 2.9 2.9 2.8 2.8 3.0 2.9 3.1 
3.1 0.99 3.3 3.1 2.6 3.0 2.9 3.0 3.0 3.6 
3.1 1.13 2.8 3.0 2.8 2.9 2.3 3.1 3.0 3.4 
視村JI[ 34 
Eいな学科「第五図」き
一一理，数
一一・国，社
一-一平均
か，継続研究を行なうことにより， もっと具体的に究明
し，初期の研究目的の一端を明らかにしてゆきたいと考
えている.
体育の科学社
文部省
福村書居
技報堂
献文考
体育学研究法
学校衛生統計報告書
体力測定
日本人，人体正常数値表
手主
主シ
体育の科学社体育測定法
スポーッ心理学
、興味とは何かか児童心理
、興味グ心理学事典
、興味グ教育心理学事典
、興味の発達グ児童心理学ノ、ンドブック
教育心理学実習 調査研究
教科の好き嫌いと教師の影響
心理学研究法
各科教育法の教育心理学的研究体育学習の不振の原因につ
いて教育心理学研究第7巻4号
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